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白色系充てん剤と加硫促進剤(4)

前回 1) は， 白色充てん剤配合ゴムに対する加硫促進剤

の加硫性能について紹介した． 今回は， 長期(40℃, 30日）

の未加硫ゴムの貯蔵安定性について紹介する ．

熟処理前後における未加硫ゴムのム ーニースコ ー チの最

低粘度(Vm)を表1に， 加硫間線を図1から4に示す．

図1 , 2の加硫曲線からTT, TET, TSおよびPZは，

スコ ー チを起こしていることが認められる．

表1の Vmは， 無添加(OM)と比較してD, EGSの変化

が小さいが， 加硫促進効果も小さい. ZTCは， 加硫促進

効果が大きく比較的， 未加硫ゴムのスコ ー チを抑えること

が認められる．

無添加(OM)に併用して加硫促進効果が大きい加硫促進

剤は， スコ ー チしやすい領向を示した．

実 験

1. 配合

SBR1502 100, 酸化亜鉛5, ステアリン酸1, HAFブラ

ック30, シリカ ※I 50, ナフテン系オイル 30, シランカ

ップリング剤 ※2 6, DM 1, 硫黄1.5, 加硫促進剤 0.5

(TOT-Nは， 0.75)
※ lニップシ ールVN3; 東ソ ー ・シリカ株式会社
※2 Bis (t虚thoxysilylpropyl) polysulfide (A-1289 ; 日本

ユニカ ー株式会社）

2. 試料

ノクセラ ーD, C, TT, TET, TOT-N, TS , PZ,

ZTC, ノックマスタ ー EGS

3. 試験条件

貯蔵安定性試験（ギャ ーオー ブ ン40℃, 30日熱処理後の

ム ーニースコ ー チおよび加硫試験）

・ム ーニースコ ー チ試験； ML-1, 135℃

・加硫試験； MDR2000, 160℃
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ここに記載した内容は， 細心の注意を払って行った試験

に基づくものでありますが， 結果をすべて確実に保証する

ものではありません．

表］ 熱処理前後の最低粘度(Vm)
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※貯蔵中のスコ ー チにより測定は不可能 ．
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図1 TT, TET, TS. PZの熱処理前）�□硫ill!線

TOT-N 

10 20 

時間 I m;n 

30 

図3 D, C, TOT-N, ZTCの熱処理前加硫曲線
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図2 TT, TET, TS, PZの熱処則後加硫曲線
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図3 D, C, TOT-N, ZTCの熱処理後加硫1111線
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